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東北大学多元物質科学研究所は、2001 年 4 月に「多元的な物質に関する学理およびその応用の研究」を設立目的として、素材工
学研究所（素材研）と科学計測研究所（科研）と反応化学研究所（反応研）を再編統合して発足しました。20 周年を記念して、
この 10 年間に所長を務められた 3人の先生方に多元研のこれまでと将来について語っていただきました。

この 10 年のあゆみと未来
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　多元物質科学研究所（多元研）創立から 20 年が過ぎました。従来の区別や枠にとらわれない、物質、材料だけでなく、それを

生み出すプロセスや評価技術までをも含む、あらゆる “ もの ” を多元的に研究する、特徴ある研究所として 2001 年 4 月に発足し

ました。その礎は、創立 1941 年以来受け継がれてきた多元研の前身である、選鉱製錬研究所（素材工学研究所）、科学計測研究所、

非水溶液化学研究所（反応化学研究所）の多くの輝かしい研究成果であり、それらは漏れることなく多元研に引き継がれています。

資源から最先端素材までの “ プロセス軸 ”、無機・有機・バイオなどあらゆる物質を含む “ 物質軸 ”、そして、ナノからマクロまで

の “ 評価計測軸 ” を、ハイブリッドにカバーした、独創的で斬新な研究を行うと共に、民間等との共同研究も数多く進められてい

ます。

　2010 年から始まった、先駆的なネットワーク型共同利用・共同研究拠点事業（北大電子研、多元研、東工大化生研、阪大産研、

九大先導研の連携事業）の第 2 期活動（2016 年度から）では多元研が拠点本部を務め、その活動に対して最高の S 評価をいただ

きました。一方で、青葉山新キャンパスに建設中の次世代放射光施設計画推進の基幹部局として、2016 年度から大学・宮城県そ

して東北経済連合会とともに活動してきました。2019 年 10 月には放射光利活用のための学内組織「国際放射光イノベーション・

スマート研究センター」が発足し、多元研から複数の研究グループが異動してその活動を支えております。

　さて、2011 年 3 月の東日本大震災から 10 年が経過しました。多元研は物質材料研究による東北復興への貢献と、日本の未来

を背負う優秀な研究者の輩出を、今後も積極的に担っていきます。皆様方の益々のご健勝とご発展を心より祈念申し上げるととも

に、今後とも、変わらぬご支援を賜りますよう宜しくお願い申し上げます。

contents

東北大学 多元物質科学研究所 

研究所長  寺内  正己
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司会：最初に、多元研のあゆみを振り返ってお話しを伺います。河

村先生は 10 年前に所長を務めておられました。

河村：私は、2000 年に北海道大学から東北大学に来て、科研の助

教授として着任しました。その 1 年後に、多元研になったんです。

当時は経緯を知らなかったので、“ 多元研 ” ってどういう意味な

のかな？とか、今は言えますけど、英語の ”Multidisciplinary” の

発音が難しいな、という感じでした。“ 科学計測 ” というイメー

ジで来たのが、“ 多元研 ” になって、物理、化学、生物がみんな

一緒の世界にきてしまった、というのが最初の印象でした。多

元研の初期のころは、特に新しく来た若い人たちには、“ 多元

研 ” って何だかわからないけれども、新しい研究所ができて、 物

理も化学も生物も全部一緒に新しい分野を作っていくんだ、み

たいな雰囲気がありました。

司会：寺内先生はどうでしょう？科研から多元研になってどう変わ

りましたか？

寺内：私は、片平に来て 31 年くらい経ちます。科研の助手になっ

たのが、1990 年です。多元研になって、組織としては変わった

けど、周りにいる人や建物は変わらないので、変わったという

意識はあまりなかったですね。周りの人が、だんだん定年を迎

えられて、新しい人が入ってきて、科研棟に計測の人だけがい

るわけではなくなる。少しずついろんな分野の人が混じって、

だんだんと変わってきたっていう感じかな。一番変わったのは、

技術職員の人数ですね。科研時代は、それぞれの研究室に技術

職員がいたんです。

村松：科研は、元々技術職員が多かったよね。素材研にはほとん

どいなかったかな。多元研になって嬉しかったことのひとつが、

ガラス工場や機械工場を使えるようになったこと。特に、ガラ

ス工場は、それまで業者に発注していたものを全部所内で作っ

てもらえるようになったので。

司会：村松先生は、素材研、その前は選研ですよね。

村松：選研、素材研、多元研と変わるなかで一番大きく変わったの

は、選研から素材研になった時かな。多元研になるときは、あ

まり違いを感じなかったな。組織が変わったことよりも、建物

の改修工事が始まって、そっちの方が大変でした。河村先生も

建物移動したでしょ？僕も 3 号館から 1 号館に移ったし。改修

するためにみんな一度出ないといけなかったんです。科研棟も

そうだったでしょ？

河村：そうだったね。私も、科研棟から材料物性総合研究棟に移った。

科研棟の方が古いけど広いから、あの時は移りたくなかったな。

寺内：私は 30 年来、同じ建物の同じスペースを使ってるので、実

はあまり感じなかったかな。

司会：多元研として統合されたことによる変化や効果は、じわじわ

と現れてきたわけですね。

寺内：未だに、“ 多元研 ” ってなに？って聞かれたら一言では言え

ない（笑）。多元研というひとつの部局に統合されたことで、部

局単位の仕事に関しては、個人あたりの負担量が確実に少なく

なった。評価に関しては、人数が多い分だけ、成果の件数や数

字も大きくなった。最近は一人あたりで比べられてしまうよう

になったので、人数のメリットは薄れてきましたけどね。

司会：人数が多いと、いつも誰かが活躍していて、組織のアクティ

ビティーがいつも高く見えていい、というイメージがあります

よね。

河村：それはまさに、多元研を作ったときの発想。みんなが常にトッ

プで目立つ必要はない。ある人たちが頑張っている間に、他の

人は蓄電してまた花開いて、疲れたらちょっと休んだり、新し

いテーマを探したりできる。だいたい 3 分の 1 の人が頑張って

いればいいんじゃない？という発想があったんです。

司会：学問分野が違うと文化も違うじゃないですか。河村先生が所

長をやられたころにはその壁を乗り越えた感じでしたか？

河村：所長になって最初にやったことは、研究所の組織変更でした。

それは私が決めたことではなくて、前任の齋藤先生がみなさん

と相談してすすめていたんです。多元研が出来て 10 年経った時

点で、40％の教員が入れ替わっていたんですが、当時の体制は、

3 つの基幹部門と融合部門という形で、旧 3 研究所の色がそれ

ぞれ 3 本の柱として残っていた。そこで、全体的に組織を変えて、

センターを 3 つ設置しました。センターは、外から見て、あそ

こ頑張ってると見えるショーウィンドーにして、研究部門では

基礎的な学問をやるという位置づけの組織構造に変えたんです。

当時は反対もあったし、それとは違った形で切り分けたいとい

う意見もありましたけどね。

村松：当時は、意見をはっきり言う先生が多かったよね。

河村：そうですね。多元研が組織としてまとまるまで 10 年くらい

かかったということですね。

寺内：学問的な研究分野の違いというのは今でもあるけれど、元々

別の研究所だったから考え方が違うのではないか、みたいな心

理的な軋轢は、今はもう無いね。

司会：3 つの研究所が統合してひとつになるというのは、時間がか

かるということですね。

寺内：それまで別の研究所にいた人とは建物が別々だからなかなか

会わなかった。建物が出来て、人が移動して混じり合うという

のが無かったのが、時間がかかった大きな理由の一つかな。

司会：改修工事の時に建替えるという構想は無かったのですか？

寺内：改修工事は地震後の補強なので、使える建物を壊して新たに

作るという話にはならなかった。

村松：被害が大きかった青葉山の建物は建替えたけど、多元研の建

物ははそこまで被害が大きくなかったからね。

司会：東日本大震災も、河村先生が所長を務められてたときですね。

河村：そう。地震が来た時、私は所長室にいて、「あ、本当に来た」

と思った。想定内というか、自分の所長任期中に来ると思って

いました。宮城県では、1978 年に、35 年に１度といわれる地震

があって、地元の人たちはみんな、そろそろ来ると言っていた

し、その前年にも大きい地震があったので覚悟していたんです。

多元研でも、2008 年に “ 災害対策に関するワーキンググループ ” 

を立ち上げて、宮下先生が委員長で私も委員の一人で、2010 年

4 月に “ 災害対応危機管理マニュアル ” を完成させていた。この

危機管理マニュアルを、所長室のロッカーの天辺にヘルメット

とセットで常に置いていたので、震災が来た時には躊躇なく持

ち出して、マニュアルに従って動きました。マニュアルを準備

しただけでなく、事務や技術職員の方が、災害時に必要な石油

ストーブと石油、毛布、食料、水などの備蓄品を、全部倉庫に

ストックして準備していた。地震の後すぐに災害対策本部を立

ち上げて、私が行った時には、事務の人たちが既に準備を始め

ていた。みんながマニュアルに沿って動いたからキチンと対応

できたんです。多元研は、東北大の中で一番準備が出来ていた

部局だと思いますよ。

村松：宮下先生は元々反応研で、ご自身も研究で化学物質を使うこ

ともあって、危機管理、対策の必要性を感じていたのだと思うな。

河村：危機管理マニュアルや、備蓄品などの事前の準備が本当に役

に立ちました。片平キャンパスは完全に停電して真っ暗になっ

たんだけど、多元研とさくらホールだけが明るかった。通研と

多元研が持っていた自家発電機を、通研はさくらホールに設置

して避難所にして、多元研は事務部棟に設置した。青葉山の学

生が下りてきて、明かりがついてるから来ましたなんていうこ

ともあるくらい、いろんな人が集まってきて、発電機に PC 繋い

で情報見たりしていた。当時はスマホで安否確認ができる仕組

みもなかったし、電話も通じなかったから、安否が分からない

人もいて、事務の方が一覧表作って確認していったんですよね。

多元研には核燃料施設があるので、その対応もあった。心配し

て毎日調べていたんだけど、ここから漏れることはなかった。

みなさんへの説明や対応には、佐藤修彰先生が貢献してくれま

した。専門家がここにいたことはすごく心強かった。

村松：佐藤先生は、先を読んで対策まで考えて、すぐに放射性物質

の吸着の実験を始めてましたからね。事後の対応に大きく貢献

されたと思う。齋藤文良先生もしょっちゅう福島に行っていた

よね。

河村：齋藤先生は燃やしたわらの放射線を調べていたよね。

村松：震災の時に僕がかかわったのは、学生ボランティアのために

多元研に部屋を用意したことかな。１～２年生だから多元研と

は全然関係ないんだけど、地震で川内の部室が使えなくなって

困っているって相談受けて、当時所長だった河村先生にお願い

したら、許可してくれたんですよね。２～３年使っていたかな。

彼らは毎日、附属図書館の本を片付けるとか、被災地に行って

写真洗浄※１ などの活動をやっていましたよ。

（写真）災害対応危機管理マニュアル（実物）。ファイルには、震災時と、そ
の後の対応に関するリアルタイムのメモがそのまま残っている。

" 多元研 " になって、物理、化学、生物が 
みんな一緒の世界に

東日本大震災で大きな被害を乗り越えた 
当時の人たちに感謝
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河村：震災は、全国共同利用・共同研究拠点が動き出して 1 年後

の 3 月だったのですが、拠点に参画している他の研究所からも

いろいろと助けていただきました。いろんなことがあったけど、

なんとか東日本大震災の大きな被害を乗り越えられた。当時の

人たちにはとても感謝しています。

河村： 5 研究所のネットワーク型共同研究拠点が始まったのは、私

が所長になったその年でした。

村松：予算が大きかったですよね。

河村：：そう、予算が大きかった。あとは、“ 多元研 ” の名前を全

国に知ってもらうという期待がありました。前任の齋藤先生や

早稲田先生が、いろいろと考えて準備されたのだと思います。

全国共同利用研究施設になると雑務が増えて大変だ、という意

見も強かったのですが、多元研が全国的な知名度を上げるため

のプロモーションという狙いを持ってスタートしたんです。同

時に、大学が法人化して、附置研究所の存続が危うくなったと

いうこともあったから、全国共同利用拠点という形で、文科省

からオーソライズされた組織になろうと考えたわけです。全国

ネットワークの中で、それなりに知られるようになったから、

当初の狙いは達成したと言えますね。

村松：拠点は、ちょうど僕が所長になったころに第一期の期末評価

があって、S 評価を取らなければならないということで大変だっ

たな。最初の評価は A だったんですが、評価によって予算が変

わるという話を知って驚きました。Ｓ評価でも予算は増えるわ

けではないんだけど、Ａだと減らされて、B だと潰されてしまう。

来年度からは新しい枠組みになるの？

寺内：そうですね、次の第３期はこれまでとは違った形になりそう

です。

司会：次世代放射光施設のお話も伺えますか？

河村：最初は、震災の年の 12 月に早稲田先生から話を伺ったんで

す。その時は、この緊急事態に何を言っているんだ、と思った。

この印象は、当時はあたりまえの感覚だったと思う。その後に

「地方消滅」という題の本を読んだんです。地方は過疎化が進ん

で、田舎から自治体が崩壊して維持できなくなる、どうしたら

いいのか、ってことがその本には書いてあった。地方の中核都

市を拠点にして防波堤を作るという話が出てくるんだけど、そ

の方法のひとつとして、ドイツの学園都市の例が書いてあった。

私はグルノーブルにいたことがあって、グルノーブルはもとも

と雪山しかなかったようなところなんだけど、ちょうどその頃

に、ESRF（European Synchrotron Radiation Facility）という加

速器の施設ができて、周辺にいろんなものができて発展してい

るのを見ていたので、なるほどと思ったんです。放射光施設も

学園都市を建設するための呼び水としてはいいんじゃないかな、

と自分で納得して、東北大学が率先して東北地方で建設を進め

るべきじゃないか、と考えを転換した。そこから先も紆余曲折

があった。当時理研にいた高田先生を、理研までお願いしに出

かけて東北大学に呼んだのが私の最後の仕事かな。とてもじゃ

ないけど、当時東北大学にいた人だけでは、あれほどの施設を

招致することは無理だったと思う。高田先生が来たことで動き

が変わった。そこから先は、村松先生にバトンタッチしました。

村松：僕は、所長として一番印象に残っているのは、やっぱり放射

光がらみかな。まさか所長をやって、これが自分の仕事のメイ

ンになるとは思わなかった。当時の大学総長から「腹を括って

ください」と言われて多元研で引き受けたんです。それからずっ

と付き合ってます。当初は、建設場所として丸森とか松島が候

補地になっていたんだけど、東北大学工学部のグランドを作る

予定だった場所に決まったんだよね。

寺内：東京を出て 2 時間後には実験施設に入っているっていう距離

感がいいですよね。最近になって急に、学内のあちこちで、施

設利用ワーキンググループが立ち上がったりして、活用するた

めの準備が始まっている。多元研もネジを巻かないとね。

河村：ソフトマテリアル研究拠点※２の話もしてくださいよ。

寺内：これは、当時所長だった村松先生が名前を付けて、副所長だっ

た私に「はいこれやって」って言ったんですよ。

村松：そういうこともあった気がするな（笑）。

寺内：私としては分野が違うし、クライオ電子顕微鏡なんてやった

こともないし、その装置をどうやって東北大に導入しようって、

最初の頃はいろいろ悩みました。そうは言っても、多元研には

電子顕微鏡の分野で第一線の研究者が揃っているんです。ひと

つの部局で、電子顕微鏡関連でこれだけ広い分野の専門家が揃っ

てるところは他にはないです。国内最強だと思います。

村松：電子顕微鏡の分野では、東北大はレベルが高いから、こうい

う研究の拠点になるのは自然な流れだよね。

寺内：多元研が主幹部局としてやる意義があると思っています。個

人的には、私は方法論の研究者なので、何かの材料を使って、

自分の方法論が正しいことを証明してきたんです。だからこれ

までは、やりやすい材料を選んできた。測りにくいものを避けて、

自分にとって都合のいい測りやすい材料を選んでしまう、とい

うのがあって。そういう今までのやり方に対する罪滅ぼし、と

思っています（笑）。予算が厳しいんですけど、まさにこれから

です。

寺内：運営費、特に人件費が削減されていますが、多元研も、赤字

を出さないで運営できる組織に変えていく必要があると考えて

います。いろんな研究分野の人がいるから、うまくチームをつ

くって予算を取りに行くとか、組織的な活動をしていかないと、

この先はキツくなると思うんです。

司会：拡充しようとしている URA ※３はそのカンフル剤ですか？

寺内：研究者は、基本的に営業が得意なわけではないから、それに

長けた人を雇って研究者を組織してもらうのがいいと思う。予

算が減ると、考え方が内向きになってくる雰囲気があるけど、

人を減らして凌いでも先細りになるだけなので、考え方を変え

る必要がある。組織立って大型の外部資金を取りに行くという

ような戦略は、これまでやって来なかったけど、プレイヤーは

沢山いるので、心配はしてないです。予算が減らされて、今は、

研究所として借金が増える一方だけど、私が所長の間にこれ以

上借金が増えないような体制にすれば、5 年後 10 年後には赤字

を出さないで運営できる組織になっているに違いないと考えて

います。

村松：確かに、組織だって大型予算を取りに行くっていうのは、こ

れまではなかったから、伸び代があるよね。

寺内：雑務も増えるから嫌だという意見もあるけれども、必要だと

思うんですよね。

河村：本部の URA センターには情報が入るし、いろんなつながり

を持った人たちがいるので、連携すればうまくいくかもしれな

い。ただ、大きい予算を取ることが、本当に研究力を上げるこ

とに繋がるのか、という点では意見が分かれる。論文を書けな

くなる場合もありますから。気を付けて、基礎研究に予算を出

してくれるところを選ばないといけない。

寺内：人件費の削減さえなければ、大型プロジェクトをとってこな

くても、それぞれが頑張って自分の研究費を科研費などで確保

すれば、自分の好きな研究ができるしそれが幸せ。でも、今の

状況では運営費はどんどん減っていくので、そういうやり方だ

けでは続かないんですよね。

河村：本来、予算を取るとか報告書を書くとか、そのために URA

を雇用するとかは、大学や研究者が一生懸命やるような業務で

はない。研究者が、もっと自由に研究に費やせる時間と、ある

程度の研究費が確保できればいいよね。外部資金は縛りがある

から、自分がパッと思いついたアイディアを、ちょっとやって

みようと思っても、なかなかできない。昔は運営費があったけど、

それが無くなると新しい研究を始めるのが難しくなる。大学と

しては、運営費に相当する部分を手厚くサポートしたいと考え

てはいるけど、その予算を確保するために、これだけ外部資金

を取っていますとか、論文のインパクトがこんなに高いですと

か、証拠を求められる。結局、お金と成果のどっちが先かわか

らないような構造になっている。

寺内：そうですね。やはり一歩前へ踏み出した戦略が必要ですね。

もう少し予算的に余裕のある体制にして、研究所全体のインフ

ラ整備や、頑張っているところにエクストラに研究員を付ける

などが出来るようにしたいと思っています。

2011 年 3 月 14 日（月）に撮影された写真（提供：村松淳司）
左上：事務部棟大会議室にて、教員への状況連絡
右上：会議室のホワイトボードには、電源復旧時のチェック項目など
　　復旧作業の注意や緊急連絡先が記載されていた
左下：事務部棟前のホワイトボードには、入れる建物、使える駐車場、
　　安否確認の方法などの情報が掲示されていた
右下：街では、多くの人が食べ物や水を求めて行列をつくっていた

次世代放射光施設を東北大に

ソフトマテリアル研究拠点は 
自然な流れで

研究所の未来のために一歩前へ

小俣 孝久 Takahisa Omata

博士（工学）（東京工業大学）。神奈川工科大学、大阪大学

での勤務を経て、2016 年 4 月より東北大学多元物質科学研

究所教授。2020 年 4 月より多元研広報情報室長。

司会プロフィール 

鼎談は、2021 年 10 月 29 日、多元物質科学研究所にて新型コロナ感染拡大防止対策の下で行いました。写真撮影時のみマスクを外しています。

※１．写真洗浄：津波によって流されるなどして汚れてしまった写真の泥や汚れを、手作業で丁寧に取り除く活動をボランティアで行っていた。

※２．ソフトマテリアル研究拠点：東北大学の研究者と企業の産学連携拠点として 2020 年 8 月に設立した。既存のソフトマテリアル電子顕微鏡や分光分析技術に
加えてクライオ電子顕微鏡を導入、ポリマーからバイオまでの幅広いソフトマテリアルを対象とし、計測科学と計算科学の融合により、社会実装に向けて共創
的な活動を行っている。

※３．URA： University Research Administrator、大学等における研究活動の活性化のために研究企画やマネジメントの強化等を支える人材として位置付けられ、 
文部科学省の「研究大学強化促進事業」等で、その育成・確保が全国的に進められてきている。

全国共同利用・共同研究拠点活動を通して
“ 多元研 ” の名前を全国に
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　平成 17 年 4 月 1 日に発足した新産業創造物質基盤技術研究

センター（略称：「物質基盤センター」）は、東北大学多元物

質科学研究所と大阪大学産業科学研究所との運営の下、大学

主導で、わが国に不可欠な新産業の創造に貢献することを目

的として設立され、5 年間に渡るプロジェクト研究を展開し

ました。物質基盤センターで展開された新産業創造物質基盤

技術のテーマの中で新たな物質創製に関する研究を拡大させ

るために、平成 18 年度よりポストシリコン物質・デバイスの

創製を目指した戦略的研究展開を図り、大阪大学産業科学研

究所（産研）と東北大学多元物質科学研究所（多元研）を中

心に「ポストシリコン物質・デバイス創製基盤技術アライア

ンス」の基盤を形成するに至り、平成 19 年度からは北海道大

学電子科学研究所（電子研）と東京工業大学資源化学研究所（資

源研）＊を新たに加え 4 研究所から成るネットワーク型研究に

よる戦略的基盤技術開発研究を推進してきました。本アライ

アンス（略称：「ポストシリコンアライアンス」）では、物質

創製からデバイス創製まで一貫した研究を進めることにより、

20 世紀を支えてきたシリコン技術に相補的な基盤を与え、飛

躍的な発展を施すポストシリコン技術の開発を目指しました。

　ポストシリコンアライアンスにおける附置研究所間連携の

成功は、更なる広がりをもたらし、４研究所に九州大学先導

物質科学研究所（先導研）を加えて、平成 22 年 4 月 1 日から、

5 大学 5 研究所（電子研、多元研、資源研＊、産研、先導研）は、

北海道から九州まで日本を縦断する 5 研究所が参画する全国

規模のネットワーク型による物質・デバイス領域共同研究拠

点が発足しました。同時に文部科学省特別経費「大学の特性

を生かした多様な学術研究機能の充実」による「附置研究所

管アライアンスによるナノとマクロをつなぐ物質・デバイス・

システム創製戦略プロジェクト」（略称：ナノマクロ物質・デ

バイス・システム創製アライアンス）を推進しました。21 世

紀において安心安全で質の高い生活のできる社会の実現に溶

融される 4 つの課題解決型プロジェクトとして、1）次世代エ

レクトロニクス、2）エネルギー材料・デバイス、3）医療材料・

デバイス・システム、4）環境調和材料・デバイスを戦略的に

設定し、各々の研究分野の格段の進展を図ることを目的とし

ました。この事業は、「人・環境と物質をつなぐイノベーショ

ン創出　ダイナミック・アライアンス」に引き継がれ今日に

至っています。安心安全で持続可能な社会を構築するために

不可欠な物質・デバイス領域の学際的連携共同研究を開かれ

た公募型共同研究体制を構築して推進する拠点ネットワーク

および拠点を形成する 5 研究所間で推進するアライアンスプ

ロジェクト事業から成り立っています。

　

　本事業では、ナノシステム科学、物質創製開発、物質組織

化学、ナノサイエンス・デバイス、物質機能化学の 5 つの研

究領域をネットワークで結合した物質・デバイス領域の公募

による共同研究システムを整備し、物質・デバイス領域で多

様な先端的・学際的共同研究を推進することを目的とします。

特に、社会的に緊急性が求められている大きな課題である環

境・エネルギー、医療・ライフサイエンス、エレクトロニク

スの分野における我が国の物質・デバイス研究の飛躍的推進

を狙っています。

　また近年は、データサイエンス分野に一層積極的に取り組

み、分野融合と新しい学術分野創生に挑戦しています。研究

所間ネットワークをこれだけ大規模に形成するのは我が国で

は初めての試みです。この制度により、広範な研究分野にわ

たり、我が国の学術研究の基盤強化と新たな学術研究の展開

が促進されています。平成 22 年度から令和 3 年度までの 12

年間において、公募により採択された約 5,500 件の共同研究

が活発に推進されました。

　

　本事業においては、人・環境と物質をつなぐイノベーショ

ン創出 ダイナミック・アライアンスを推進しています。この

アライアンス事業も、5 研究所間の強力な連携・連合という

我が国で最初の試みであり、21 世紀において安心安全で質の

高い生活のできる社会の実現に溶融される 3 つの課題解決型

プロジェクトとして、1）エレクトロニクス 物質・デバイス、2）

環境エネルギー 物質・デバイス・プロセス、3）生命機能 物質・

デバイス・システム、を戦略的に設定し、各々の研究分野の

格段の進展を図ることを目的としています。このアライアン

ス事業の目的は、政府の新成長戦略におけるグリーン・イノ

ベーション（低炭素社会の実現、再生可能エネルギーの普及

拡大、革新的エネルギー技術開発、国内資源の循環的な利用、

レアメタル・レアアース等の代替材料開発など）やライフ・

イノベーション（生命機能解明、ドラッグデリバリーシステ

ム構築、遺伝子診断デバイス開発、医療材料デバイス創製な

ど）あるいは科学・技術・情報通信における国家戦略プロジェ

クトの趣旨とも合致し、その施策の実現に大きく貢献する事

業として期待されています。令和 3 年度には、5 研究所から

150 の研究グループがアライアンス事業に参画し、単独では

成し遂げられない世界を先導する成果創出に向け、強力な連

携共同研究の支援を展開しています。

　また、本アライアンス事業では、日本を北から南まで縦断

する形で「人材・装置・場所のシェアリング」を初めて実現

しております。今後の我が国の科学技術の発展を担う優秀な

大学院生・若手研究者が研究所間を自由に行き来する仕組み

を提供するものであり、我が国の研究開発・人材育成におけ

る国際競争力を強化することを趣旨とする政府の政策にも大

きく貢献できる事業として位置付けられます。

　5 つの国立大学法人研究所が、各々の得意分野で相互に連

携・ネットワークを組み相補的・協力的な体制を取る、とい

う大掛かりな共同研究拠点およびアライアンス事業にまで発

展してきました。このような規模での戦略的連携は他に類例

がなく、強力な実績に基づいた本事業により、物質・デバイス・

システム創製基盤技術を各段に進展させ、実用化を目指した

産業応用に繋げることができ、安心安全で質の高い生活ので

きる社会実現へ大きく寄与するとともに、新学術分野の創製

が促されると考えております。

人・環境と物質をつなぐイノベーション創出ダイナミック・アライアンスおよび
物質・デバイス領域共同研究拠点による拠点ネットワーク事業

①ネットワーク型共同研究拠点
　http://five-star.tagen.tohoku.ac.jp/

②アライアンスプロジェクト事業
　http://alliance.tagen.tohoku.ac.jp/

ネットワーク型共同研究拠点事業 課題解決型アライアンスプロジェクト事業

＊東京工業大学資源化学研究所（資源研）は、2016 年（平成 28 年）4 月より「東京工業大学科学技術創成研究院 化学生命科学研究所」に名称が変わりました。
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さらに、SLiT-J ユーザーコミュニティーを設立し、SLiT-J 国際

評価委員会を開催しました。評価委員会は 2016 年 6 月に開

催され、東北大学放射光施設推進会議が中心となり、国内外

の代表的な放射光施設の Director クラスのレビューアーから

成る International Review Committee を組織して、本計画の

科学技術的、社会的必要性についてグローバルな観点から高

く評価しました。その予算計画・建設計画の妥当性、新しい

産学連携スキームである「コウリション（Coalition）コンセ

プト」の有効性を高く評価、建設の早期着手、エンドステーショ

ン・デザインコンペの必要性を支持しました。そして、施設

へのアクセスの良さ、利便性、アントレプレナーシップの重

要性についても議論しました。このことが、現在の次世代放

射光施設整備に大きな影響を与えていることは確かです。

　2017 年 7 月に国側（官）の主体として量子科学技術研究開

発機構が指定され、パートナーの提案が公募されました。翌

年 7 月には、一般財団法人 光科学イノベーションセンターを

代表機関として、宮城県、仙台市、東北経済連合会と東北大

学が地域パートナーに選定されました。建設地の検討を経て、

2019 年度より、本学青葉山新キャンパスにて次世代放射光施

設の整備が開始されました。2023 年度のファーストビームを

目指しています。

　東北大学は、学内外の次世代放射光に関わるあらゆる技術

について、集中的に研究開発するために、2019 年 10 月 1 日

国際放射光イノベーション・スマート研究センターを設置し

ました。ここには多元物質科学研究所から十数名の教員が参

画して、科学計測分野の伝統を背景に、次世代放射光計測技

術の研究開発を行っています。そして、これまでの放射光施

設にはなかった、新たな技術を結集したビームラインを築く

こととなります。初期ビームラインは、国（官）が 3 本、地

域パートナーが 7 本を整備します。国際放射光イノベーショ

ン・スマート研究センターは、これら 7 本のビームラインに

ついて、設計から活用までをサイエンス面から支援する役割

を担っており、これまでに、光源特性を活かすユーザー主体

のビームラインコンセプトを提案し、具体的な整備の計画を

立案・設計してきました。

　文部科学省は、2018 年 1 月 ｢官民地域パートナーシップに

よる次世代放射光施設の推進｣ を発表しました。次世代放射

光施設は、軟 X 線領域で、大型放射光施設 SPring-8 の 100 倍

の高輝度性と高コヒーレンス性（可干渉性）という最先端の

光源性能を有します。この軟 X 線領域の高輝度性は、軽元素

や遷移金属の化学状態を鮮明かつ迅速に可視化します。また、

高コヒーレンス性を利用した計測手法の進展により、不均一

な材料系の機能を 10nm レベルの分解能で可視化することが

出来るようになります。これらの光源性能は、放射光による

「物の見え方」を一新し、材料や生命の機能をナノスケールで

可視化し、研究開発における仮説検証サイクルを一気に加速

すると期待されています。その活用範囲は、触媒材料、磁性・

スピントロニクス材料、高分子材料など材料分野はもちろん、

工学、理学、農学、医学、医工学、考古学など、広範な学術

分野と産業分野に及びます。すなわち、次世代放射光施設は、

こうした学問分野やディシプリンとともに、研究を統合・加

速する拠点の集結により、研究開発基盤を構築するポテンシャ

ルを有しています。

　次世代放射光施設の周りには産学の研究や人材育成の拠点

が集積します。多様なディシプリンを有する大学のキャンパ

ス内という立地と、市街中心部からのアクセスの良さが、研

究開発基盤の機能を強化すると期待されます。既に海外では、

同様の 3 GeV 級の放射光施設が建設され、周辺の大学や研究

機関と連携し、リサーチコンプレックスを形成しています。

本施設は、国内の軟 X 線領域の放射光活用の遅れを逆転し、

研究の国際競争力を強化する原動力となります。

　官民地域パートナーシップは、次世代放射光の学術と産業

の持続的発展に資する活用について、役割分担と連携を行う

世界でも類を見ない挑戦的な枠組みです。本学は、放射光活

用によって既存の学術の深化と新たな学術領域の開拓、そし

て分野融合や産学連携によるイノベーションの創出を先導す

るミッションを有します。学術研究者は、既存の共用法の下

での施設利用だけでなく、企業と 1 対 1 でパートナーを組み、

出口イメージを共有し、研究シーズや専門知識を以て企業の

課題解決を支援したり、その過程で新たな学術研究テーマを

開拓したり出来る、コアリション・コンセプト（有志連合）

の下での活用機会を得ることが出来ます。その先には、企業・

地域と連携し、学術に裏付けられた製品開発や実証実験を可

能とするリサーチコンプレックスの形成があります。

　次世代放射光施設をイノベーションの源泉とするための整

備・運営については、放射光科学の学術コミュニティ、既存

の放射光施設の学術および産業界の利用者に加え、企業、大

学の経営層、地域および中央の経済界、自治体との、2011 年

より 6 年間にわたる対話の結果を基にコンセプトが具体化さ

れてきました。多元物質科学研究所は、SLiT-J（Synchrotron 

Light Source Tohoku Japan）構想の中心として、2011 年 12

月の東北 6 大学としての構想発表から深く関わってきました。　

2014 年度と 2015 年度に、文部科学省委託調査「次世代放射

光施設に関するニーズ調査および技術課題等に関する調査」

の委託事業を受け入れました。そこでは、放射光のニーズや

技術動向等に関して、ヒアリング調査とレビュー調査および

全体のとりまとめを行ない、それらの結果を文部科学省に報

告しました。報告書では「将来の次世代放射光施設構想の具

体化にあたって、軟Ｘ線向き放射光施設と硬Ｘ線向き放射光

施設において検討の必要な技術的課題を調査して、複合整備

シナリオを提案し合理的なコストで整備することが可能」と

しました。また同時に、研究所内に「放射光利用推進室」を

設置し、精力的に市民講座や学術講演会を開催しました。
コアリションビームラインの概要

サイズ依存機能

固液界面機能

生体機能

材料機能

診断マーカーの
可視化

物質中の
化学状態

バルク不均一材料

細胞小器官

09U

08W

09W

10U

08U

07U

14U

次世代放射光施設建設の状況（2021 年 11 月 15 日）
一般財団法人　光科学イノベーションセンター提供

次世代放射光施設
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建物教育 /研究 支援

[ 籏野奨学基金 ] 多元物質科学研究奨励賞：

　「籏野奨学基金」に基づき、多元物質科学に関連する研究分野で優れた研究成果を挙げ、将来の発展が期待できる多元研の若手研究者等 ( 大学院生も含む )
を対象として表彰を行っています。2006 年度から 2020 年度までに 216 名に授与されました。

[ 科学計測振興基金 ] 科学計測振興賞・多元物質科学奨励賞：
　「科学計測振興基金」に基づき、様々な物質・材料（生体を含む）に対する「科学計測」技術の研究・開発において卓越した研究成果を挙げた東北大学の
若手の教員、ならびに「多元物質科学」に関連し優れた研究成果を挙げた大学院生等を奨励し、もって学術・研究棟の成果の普及に寄与することを目的と
して表彰を行っています。2013 年度から 2020 年度まで、科学計測振興賞は 8 名に、多元物質科学奨励賞は 27 名に授与されました。

多元物質科学研究所 所長賞：
　多元物質科学研究所発表会において、学生または共同研究拠点・アライアンス次世代若手研究 PI による優秀なポスター発表に「研究所 所長賞」を授与し
ています。2016 年度から 2020 年度までに 24 名に授与されました。

多元物質科学研究所奨学金：（2015 年度で制度終了）
　研究所等研究生及び大学院博士課程後期 3 年の過程の正規生として、多元研に在籍している私費留学生の中から「多元研奨学生」として採用したものに、
奨学金を支給していました。2005 年度から 20015 年度までに 8 名に授与されました。

多元研プロジェクト：
　多元研の更なる進展を目指して、多元研教員を対象に毎年「一般テーマ」と「特定テーマ」の 2 つのテーマによりプロジェクト研究を公募して研究費を
支援しています。2001 年度から 2020 年度までに合計 418 件のプロジェクト研究を支援しました。特に、2011 年度から 2014 年度には、東北大学における
ビジョンの 1 つである「復興・新生の先導」と連動した多元研独自の取り組みとして「特定テーマ（東日本大震災からの復興・再生プロジェクト）」を設け、
10 件の研究プロジェクトを支援しました。

教育 / 研究支援
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東北大学
資料館

Tohoku  University
Archives

東北大学本部
Tohoku  University
Administration

  B01  図書室_WPI-AIMR本館（552m2）
（科学計測研究棟、11,879m2）

  B08  多元研西2号館（N棟, 4,492m2）
  B06  多元研西1号館（S棟, 6,553m2）
  B07  機械工場（720m2）
      　 車庫（99m2）
　       薬品庫（15m2）

  E02   南総合研究棟2
　　　（材料・物性総合研究棟Ⅰ, 4,675m2）
  E03  南総合研究棟1
　　　（材料・物性総合研究棟Ⅱ, 4,737m2）

（反応化学研究棟、5,773m2）
  C02  多元研東1号館（2,398m2）
  C03  多元研東2号館（2,702m2）
  C04  多元研東3号館（旧館, 651m2）
　薬品庫（22m2）

（素材工学研究棟、9,761m2） 
  F02   多元研南1号館（5,348m2）
  F04  多元研南2号館（1,877m2）
  F05  多元研南3号館（993m2）
  F03  共同研究棟（1,351m2）
　       薬品庫（21m2）
　       倉庫（109m2）
　       倉庫（62m2）
  F02  事務部棟（892m2）
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支援件数の推移

支援件数の推移 登録有形文化財

建物

展示スペース

東北帝国大学工学部の初期の姿を伝える、また当時多く見られた左右
対称の立面を持つ建造物のうち現存するその時期の建築様式の実例とし
ても貴重です。

旧東北帝国大学工学部機械・電気工学教室と一体となって東北帝国大
学工学部の初期の姿を伝える貴重な建築です。中廊下式の二階建て、玄
関にはステンドグラスが掲げられています。

旧東北帝国大学工学部機械学及び電気学教室
（現）東北大学多元物質科学研究所　南 1 号館

2021 年 10 月 14 日、多元物質科学研究所の建造物 2 件が登録有形文化財に告示されました。

旧東北帝国大学工学部機械学及び電気学実験室
（現）東北大学多元物質科学研究所　事務部棟

　多元研創立 20 周年記念事業の一環として、南 1 号館 1F エントランスホールに、展示スペースを開設しました。エントランスホールの西側には、壁面に

多元研の前史をまとめた年表を掲示、展示ケースには、これまで資料室に保管されていた実験機器等から鉱石標本、非球面レンズ、EPR 測定用光照射型窒

素フロー温度可変クライオスタット等をピックアップして展示しています。旧資料室はドアを外して開放し、日本最初の電子顕微鏡、ストロング型ルーリ

ングエンジンのほか、歴史的な館銘板も自由に見学できるようにしました。東側の壁面には多元研の沿革パネルの他、サイネージディスプレイを導入しま

した。東側の展示ケースには、最近の多元研の成果がわかるような実験機器や研究サンプルを展示しています。

多元研南 2号館
（素材工学研究棟 2号館）
2019 年 7月、新棟竣工。

共同研究棟
旧工業化試験工場を改修し、共同研究や
プロジェクト研究などの受入が可能な施
設として、2010 年度より運用開始。

図書室（WPI-AIMR 本館）
多元研設立当初は旧研究所の図書室を多
元研図書室素材棟分室、科研棟分室、反
応棟分室としてそれぞれ運用していた。
2002 年 9月、旧反応棟 4号館 1階に統
合、その後、2011 年 10 月に竣工した
WPI-AIMR 本館に移転し、現在は共用の
図書室として運用している。

改修・耐震補強
2009 年度までに建物の改修と耐震補強
工事が完了し、2011 年 3月に発生した
東日本大震災による被害を最小限に抑え
ることができた。

災害復旧・改修・耐震補強
東日本大震災後、2011 年度から 2012 
年度に南 3 号館（素材工学研究棟 3 号
館）、2012 年度～ 2013 年度に事務部棟、
2013 年度～ 2014 年度に西 1 号館（科
学計測研究棟 S 棟）、2014 年度～ 2015 
年度に西 2 号館（科学計測研究棟 N 棟）
の耐震補強・改修工事が完了。

2022 年 1 月現在の建物配置図



初代所長
 わ せ だ　      よしお

早稲田　 嘉 夫
平成 13 年 4 月 1 日
～平成 14 年 11 月 5 日

第二代所長
なかにし   はちろう

中 西　 八 郎
平成 14 年 11 月 6 日
～平成 17 年 11 月 5 日

第三代所長
さいとう　 ふみお

齋 藤　 文 良
平成 17 年 11 月 6 日
～平成 22 年 3 月 31 日

第四代所長
 かわむら　じゅんいち

河村 　純 一
平成 22 年 4 月 1 日
～平成 27 年 3 月 31 日

第五代所長
 むらまつ　  あつし

村 松　 淳 司
平成 27 年 4 月 1 日
～令和 2 年 3 月 31 日

第六代所長
 てらうち　まさみ

寺 内　 正 己
令和 2 年 4 月 1 日～

・多元物質科学研究所 設置

　国立学校設置法改正により素材工学研究所、科学計測研究所、反応化学

　研究所を再編統合

　組織体制：

　　　多元設計研究部門、多元制御研究部門、多元解析研究部門、

　　　融合システム研究部門、

　　　資源変換・再生研究センター、超顕微計測光学研究センター

・先導結晶化学技術寄附研究部門 設置

　（～ 2005 年 3 月 ,  2005 年 4 月～ 2007 年 3 月）

・多元ナノ材料研究センター 設置（～ 2010 年 3 月）

・新産業創造物質基盤技術研究センター（阪大産研との連携事業） 設置

・有機ナノ結晶科学技術寄附研究部門 設置（～ 2009 年 3 月）

・先端圧電セラミックス寄附研究部門 設置（～ 2009 年 12 月）

・超顕微計測光学研究センターを廃止し、先端計測開発センターを設置

・窒化物結晶寄附研究部門 設置（～ 2012 年 3 月）

・ポストシリコン物質・デバイス創製基盤技術アライアンス 発足

  （大阪大学産業科学研究所、東北大学多元物質科学研究所、北海道大学

　電子科学研究所、東京工業大学資源化学研究所）（～ 2010 年 3 月）

・窒化物ナノ・エレクトロニクス材料研究センター 設置

・組織改編

　組織体制：

　　　有機・生命科学研究部門、無機材料研究部門、

　　　プロセスシステム工学研究部門、計測研究部門、

　　　サステナブル理工学研究センター、

　　　高分子・ハイブリット材料研究センター

・第 1 期「物質・デバイス領域共同研究拠点（ネットワーク型共同利用・

　共同研究拠点）」  発足（～ 2016 年 3 月）

・窒化物ナノ・エレクトロニクス材料研究センターを廃止し、

　新機能無機物質探索研究センターを設置

・希少元素高効率抽出技術拠点（～ 2017 年 3 月）

・ナノ流体エンジニアリング共同研究部門 設置（～ 2016 年 3 月）

・第 2 期「物質・デバイス領域共同研究拠点（ネットワーク型共同利用・

　共同研究拠点）」を始動、拠点本部となる（～ 2022 年 3 月）

・サステナブル理工学研究センターを廃止し、

　金属資源プロセス研究センターを設置

・非鉄金属製錬環境科学研究部門を設置（～ 2023 年 3 月）

・新棟竣工　多元物質科学研究所 南 2 号館（新棟）

・放射光次世代計測科学連携研究部門 設置

（2020 年 7 月、国際放射光イノベーション・スマート研究センターへ移管）

・製鉄プロセス高度解析技術（JFE スチール）共同研究部門 設置

（～ 2023 年 4 月）

・次世代電子顕微鏡技術共同研究部門を設置（～ 2024 年 3 月）

・先端計測開発センター、高分子・ハイブリッド材料研究センター、

　新機能無機物質探索研究センターを廃止し、

　マテリアル・計測ハイブリッド研究センターを設置

　組織体制：

　　　有機・生命科学研究部門、無機材料研究部門、

　　　プロセスシステム工学研究部門、計測研究部門、

　　　金属資源プロセス研究センター、

　　　マテリアル・計測ハイブリッド研究センター
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沿革 ー 研究分野の変遷 沿革 ー 研究分野の変遷

多元設計研究部門

表面機能設計（一色実）
光機能設計（伊藤攻, ～2007年3月）
電子機能設計（梅津良昭, ～2006年3月）
生体機能設計（袖岡幹子, ～2006年3月）
化学プロセス設計（秋葉健一, ～2003年3月）

表面プロセス設計（栗原和枝）

量子プロセス設計（溝口庄三）
生体プロセス設計
物理機能設計（齋藤文良）
化学機能設計（楠勲, ～2002年3月）

物理プロセス設計（岡泰夫）

多元制御研究部門

物理機能制御（板垣乙未生, ～2007年3月）
化学機能制御（佐藤次雄）
表面機能制御（河野省三）
光機能制御（杉本忠夫, ～2004年3月）
電子機能制御（早稲田嘉夫, ～2002年11月）
生体機能制御（原田宣之, ～2006年3月）
物理プロセス制御（八木順一郎, ～2005年3月）
化学プロセス制御（横山千昭）
表面プロセス制御（進藤大輔）
量子プロセス制御（寶澤光紀, ～2004年3月）
生体プロセス制御

多元解析研究部門

物理機能解析（服部武志, ～2004年3月）
化学機能解析（山内清語）
表面機能解析
光機能解析（手老省三, ～2007年3月）
電子機能解析（野田幸男）
生体機能解析
物理プロセス解析（宇田川康夫, ～2007年3月）
化学プロセス解析（水渡英昭, ～2006年3月）
表面プロセス解析（渡邊誠, ～2004年3月）
量子プロセス解析（佐藤幸紀, ～2003年3月）
複雑系プロセス解析

融合システム研究部門

無機系基盤システム（富田彰, ～2004年3月）
有機系基盤システム（宮下徳治）
バイオ系基盤システム（清水透）
複合系基盤システム（島田寛, ～2005年3月）
無機系応用システム（島田昌彦, ～2004年3月）
有機系応用システム（村松淳司）
バイオ系応用システム（古山種俊）
複合系応用システム（水崎純一郎）

資源変換・再生研究センター

有機系巨大分子変換研究部（中西八郎）
有機系巨大分子変換研究部（戒能俊邦）
有機系巨大分子変換研究部
生体系巨大分子変換研究部（齋藤正男）
炭素系巨大分子変換研究部（飯野雅, ～2002年3月）
炭素系巨大分子変換研究部
再生物理プロセス研究部（中村崇）
再生化学プロセス研究部（平澤政廣）
再生反応化学情報研究部

超顕微計測光学研究センター
超顕微計測光学研究部（山本正樹）

量子プロセス設計（佐藤俊一, 2003年4月～）

化学プロセス設計（溝口庄三, ～2005年3月）

再生プロセス（葛西栄輝）

化学機能制御（鈴木茂, 2005年4月～）

複合系基盤システム（北上修, 2005年4月～）

化学プロセス設計（北村信也, 2005年4月～）

材料分離プロセス（柴田浩幸, 2012年10月～）

環境無機材料科学（佐藤次雄, ～2016年3月）

スピン量子物性（佐藤卓, 2012年4月～）

超臨界流体・反応（横山千昭, ～2019年3月）
高温材料物理化学（福山博之）

量子ビーム計測（百生敦, 2012年4月～）

機能性粉体プロセス（加納純也, 2012年10月～）

量子光エレクトロニクス（秩父重英）

固体イオニクス・デバイス（雨澤浩史, 2012年4月～）

金属機能設計（蔡安邦）

金属機能設計（蔡安邦）

化学プロセス設計（田中俊一郎）

電磁機能設計（北上修）

バイオ系機能制御（古山種俊, ～2009年3月）

バイオ系プロセス制御（清水透）
分子機能制御（永次史, 2006年4月～）

分子プロセス制御（垣花眞人）

複合系基盤システム（寺内正己）

表面機能システム（河野省三, ～2010年3月）

化学プロセス設計（北村信也）

資源変換プロセス（大塚康夫）

物理機能設計（秩父重英,  2007年2月～）

資源再生システム（中村崇）
資源再生プロセス（葛西栄輝）

無機系応用システム（杤山修, ～2008年3月）

複雑系プロセス設計（石島秋彦, 2006年4月～）

有機系ナノ構造制御（及川英俊, 2006年4月～）

複雑系プロセス解析（山根久典, 2006年4月～）

機能素材プロセッシング（平藤哲司, 2006年4月～2007年3月）
エネルギー変換システム（有山達郎, 2006年4月～）

プロセスシステム（阿尻雅文）

無機系ナノ材料システム（京谷隆）

金属資源循環システム（柴田悦郎, 20015年4月～）

放射光ナノ構造可視化（高田昌樹, 2015年4月～）

自己組織化高分子材料（陣内浩司, 2015年4月～）

生体プロセス制御（阿尻雅文, 2002年4月～）

表面機能解析（寺内正己, 2002年4月～）

（大塚康夫, 2002年4月～）

光機能制御（金原数, 2008年4月～2015年3月）

有機系応用システム（中川勝, 2008年10月～）

機能素材プロセッシング（大塚康夫, ～2010年3月）

物理プロセス解析（髙橋正彦, 2008年4月～）

デバイス・基板評価・作製研究部（秩父重英）

超臨界流体・合成研究部（横山千昭）
活性反応場・合成研究部（山根久典）

表面反応制御・基板作製研究部（福山博之, 2007年4月～）

窒化物ナノ・エレクトロニクス材料研究センター

光機能設計（和田健彦, 2007年4月～）

生体機能設計（下村政嗣, 2007年4月～, AIMR）

先端計測開発センター
軟Ｘ線顕微計測研究部（山本正樹, ～2010年3月）
電子回折・分光計測研究部（寺内正己）
電子線干渉計測研究部（進藤大輔）
走査プローブ計測技術研究部（米田忠弘）

放射光可視化情報計測（髙橋幸生, 2019年4月～）

ハイブリッドナノシステム（蟹江澄志, 2019年4月～）

固体表面物性（虻川匡司, 2019年4月～）

エネルギー資源プロセス（桐島陽, 2019年4月～）

バイオ系機能制御（髙橋聡, 2009年4月～）
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無機材料創製プロセス（垣花眞人）

固体イオニクス・デバイス（雨澤浩史）
環境適合素材プロセス（埜上洋）

材料分離プロセス（柴田浩幸）
超臨界ナノ工学（阿尻雅文, AIMR）

光物質科学（佐藤俊一）

ハイブリッドナノ粒子プロセス（村松淳司）

生体分子構造（稲葉謙次, 2013年4月～）

計算材料熱力学（大谷博司, 2013年4月～2021年3月）

エネルギーシステム（佐藤修彰, 2013年4月～2019年3月）

構造材料物性（木村宏之, 2013年4月～）

環境適合素材プロセス（埜上洋, 2013年10月～）

高分子ハイブリッドナノ材料（三ツ石方也, 2013年4月～2020年3月）

環境無機材料科学（殷澍, 2016年4月～）

細胞機能分子化学（水上進, 2016年4月～）

高分子物理化学（陣内浩司）

有機・バイオナノ材料（笠井均, 2016年4月～）

原子空間制御プロセス（小俣孝久, 2016年4月～）

ナノ・マイクロ計測化学（火原彰秀, 2016年4月～）

ナノ機能物性化学（組頭広志, 2018年4月～）

固体イオン物理（河村純一, ～2019年3月）

固体イオニクス・デバイス（雨澤浩史）
環境適合素材プロセス（埜上洋）

材料分離プロセス（柴田浩幸）

金属資源プロセス研究センター

高温材料物理化学（福山博之）

基盤素材プロセッシング（北村信也）

機能性粉体プロセス（加納純也）

エネルギー資源プロセス（佐藤修彰）

エネルギーデバイス化学（本間格）
金属資源循環システム（柴田悦郎）

原子空間制御プロセス（小俣孝久）

ハイブリッドナノ粒子プロセス（村松淳司）

物理プロセス設計（齋藤文良）

物理機能設計（岡泰夫, ～2006年3月）

化学機能制御（葛西栄輝, 2004年4月～）

物理機能解析（河村純一, 2004年4月～）

量子プロセス解析（上田潔, 2004年4月～）

無機系基盤システム（佐藤次雄）

有機系応用システム（戒能俊邦, ～2007年3月）

プロセス工学（阿尻雅文）

再生システム（中村崇）
再生プロセス（平澤政廣, ～2005年3月）

ハイブリッドナノ組織体研究部（宮下徳治）
ハイブリッドナノ粒子研究部（村松淳司）

ハイブリッドナノ界面研究部（栗原和枝）
ハイブリッドナノバイオ研究部（齋藤正男）
多元ナノ材料研究センター

化学機能設計（米田忠弘, 2004年4月～）

光機能制御（中西八郎, ～2006年3月）

量子プロセス制御（垣花眞人, 2004年4月～）

複雑系機能解析（有馬孝尚, 2004年4月～2010年3月）

表面プロセス解析（栁原美廣, 2004年4月～）

無機系応用システム（杤山修, 2004年4月～）

組成評価（蔡安邦, 2004年4月～）
有機資源変換化学（大塚康夫）

無機資源変換化学（京谷隆, 2004年4月～）

電子線干渉計測

量子ビーム構造生物化学（南後恵理子）
有機ハイブリッドナノ結晶材料

生命機能分子合成化学（永次史）

生体分子構造（稲葉謙次）

生命機能制御物質化学（和田健彦）

細胞機能分子化学（水上進）

生命分子ダイナミクス（髙橋聡）

高分子ハイブリッドナノ材料（西堀麻衣子, SRIS, 2021年4月～）

ナノ機能物性化学（組頭広志）

放射光可視化情報計測（髙橋幸生, SRIS）

ハイブリッドナノシステム（蟹江澄志）

固体表面物性（虻川匡司, SRIS）

エネルギー資源プロセス（桐島陽）

無機固体材料化学（山田高広, 2021年4月～）

スピン量子物性（佐藤卓）

ナノスケール磁気機能（岡本聡）

金属機能設計（亀岡聡、2020年9月～）

無機固体材料合成（山根久典）

環境無機材料化学（殷澍）

物質変換無機材料（加藤英樹）

量子ビーム計測（百生敦, 2012年4月～）

構造材料物性（木村宏之, 2013年4月～）

高分子物理化学（陣内浩司）

量子フロンティア計測（矢代航, SRIS, 2021年4月～）

放射光ナノ構造可視化（高田昌樹, SRIS）
量子光エレクトロニクス（秩父重英）

電子回折・分光計測（寺内正己）
走査プローブ計測技術（米田忠弘）

電子線干渉計測

高温材料物理化学（福山博之）
機能性粉体プロセス（加納純也）

エネルギーデバイス化学（本間格）
金属資源循環システム（柴田悦郎）

原子空間制御プロセス（小俣孝久）

基盤素材プロセッシング（植田滋）

ハイブリッド炭素ナノ材料（西原洋知, AIMR）

有機・バイオナノ材料（笠井均）

ハイブリッド材料創製（芥川智行）

光機能材料化学（中川勝）

ナノ・マイクロ計測化学（火原彰秀）

量子電子科学（髙橋正彦）

電子回折・分光計測（寺内 正己）
電子線干渉計測（進藤大輔, ～2019年3月）
走査プローブ計測技術（米田忠弘）

生命機能分子合成化学（永次史）

生命類似機能化学（金原数, ～2015年3月）
生命機能制御物質化学（和田健彦）

生体高分子化学（清水透, ～2012年3月）
タンパク機能解析（齋藤正男, ～2015年3月）
生命分子ダイナミクス（髙橋聡）

生物分子機能計測（石島秋彦, ～2015年3月）

高純度材料（一色実, ～2012年3月）
金属機能設計（蔡安邦）

環境無機材料化学（佐藤次雄）

機能材料微細制御（鈴木茂, 2019年3月）

無機材料創製プロセス（垣花眞人）

ナノスケール磁気デバイス （北上修）

基盤素材プロセッシング（北村信也）

機能性粉体プロセス（齋藤文良, ～2012年3月）

高機能ナノ材料創製（田中俊一郎, ～2015年3月）

超臨界ナノ工学（阿尻雅文, AIMR）

光物質科学（佐藤俊一）

ハイブリッドナノ粒子（村松淳司）

エネルギーシステム

軟Ｘ線顕微計測（柳原美廣, ～2015年3月）

エネルギーデバイス化学（本間格, 2010年4月～）

固体イオニクス・デバイス（水崎純一郎, ～2012年3月）

固体イオン物理（河村純一）
環境適合素材プロセス（有山達郎, ～2013年3月）

高度資源利用プロセス（葛西栄輝, ～2011年3月）
金属資源循環システム（中村崇, ～2015年3月）

サステナブル理工学研究センター

高分子・ハイブリッド材料研究センター

高分子ハイブリッドナノ材料（宮下徳治, ～2013年3月）
ハイブリッド炭素ナノ材料（京谷隆, ～2020年3月）

ハイブリッド材料創製（芥川智行, 2010年4月～）

光機能材料化学（中川勝）
自己組織化高分子材料（下村政嗣, AIMR, ～2014年3月）

有機ハイブリッドナノ結晶材料（及川英俊, ～2020年3月）

電子分子動力学（上田潔, ～2020年3月）

量子電子科学（髙橋正彦）

光学計測

分光化学（山内清語, ～2012年9月）

ナノ界面化学（栗原和枝, AIMR, ～2016年3月）
表面物理プロセス（高桑雄二, 2010年4月～2020年3月）

構造材料物性（野田幸男）

計測研究部門

プロセスシステム工学研究部門

先端計測開発センター

無機材料研究部門

有機・生命科学研究部門

新機能無機物質探索研究センター

無機固体材料合成（山根久典）

無機材料創製プロセス（垣花眞人, ~2020年3月）

金属機能設計（蔡安邦, ～2019年5月）

有機・生命科学研究部門

無機材料研究部門

プロセスシステム工学研究部門

計測研究部門

金属資源プロセス研究センター

マテリアル・計測ハイブリッド研究センター

ナノスケール磁気機能（岡本聡, 2020年4月～）

基盤素材プロセッシング（植田滋, 2020年4月～）

量子ビーム構造生物化学（南後恵理子, 2020年4月～）

金属機能設計（亀岡聡, 2020年9月～）

ハイブリッド炭素ナノ材料（西原洋知, AIMR, 2020年4月～）

物質変換無機材料（加藤英樹, 2020年4月～）
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光は電場と磁場が振動する電磁波の一種であり、特に人間の目が
感じることのできる波長領域は可視光と呼ばれています。可視光に
加えて、これよりも少し波長の長い近赤外光の波長領域は、光源を
含めた位相や偏光などを制御する光学素子の完成度が高く、未知の
光の能力を探索するには、うってつけと言えます。

本プロジェクトでは、偏光が光ビームの位置によって異なるベク
トルビームに注目し、位相や強度の分布も考慮しながら、可視域と
近赤外域においてベクトルビームの発生方法とその新奇な特性の開
拓を進めました。その結果、レーザー共振器から純度の高い様々な
ベクトルビームを直接発生する方法の開発、ビーム伝搬に伴う偏光

変換や優れた自己治癒効果の発見などの成果を得ました。また、ベ
クトルビームが生み出す強い軸方向電場の微小スポット形成能をナ
ノイメージングへ適用し、差引法の考案やスパーオシレーションの
発見によって、光の回折限界をはるかに超える超解像顕微鏡法とし
て結実しました。本来の研究期間終了後には、同じ研究領域の今村
プロジェクト（愛媛大学）に加わり、1 年間研究を継続しましたが、
さらに同プロジェクトが 1 年間延長されたことにより、計 7 年半に
わたって研究を遂行することができました。本プロジェクトで育ま
れた研究者ネットワークが現在でも継続されていることも、最大の
成果のひとつです。

ベクトルビームの光科学とナノイメージング
JST CREST 「研究領域：先端光源を駆使した光科学・光技術の融合展開」　研究代表者：佐藤 俊一、研究期間：2008-2013 年度

偏 光と位 相、強 度 分 布を制御した新しい光ビームであるベクトルビームの概 念

有機ナノ結晶の作製・物性評価と多元ナノ構造への展開
JST CREST　研究領域「分子複合系の構築と機能」　研究代表者：中西 八郎、研究期間：2000-2005 年度

百生量子ビーム位相イメージングプロジェクト

準周期構造を利用した新物質の創成

JST ERATO　研究総括：百生 敦、研究期間：2015 年 2 月 -2020 年 3 月、特別重点期間：2020 年 4 月 -2021 年 3 月

本プロジェクトでは、従来の感度常識を超える新しいイメージン
グ手法を開発するために、高エネルギー光子（Ｘ線）や中性子、電
子などの波としての性質を利用し、物体を透過する際に生じる位相
の変化を活用する「位相イメージング」技術の飛躍的な展開を目指
しました。X 線位相イメージングは、従来の X 線画像に比べて原理
的に約千倍の感度向上が可能であり、ポリマーや生体軟組織などの
軽元素からなる対象についても十分に撮影できます。このプロジェ
クトは、この X 線位相イメージング技術をベースに計画されました。

具体的な活動として、Ｘ線顕微鏡との融合や三次元ダイナミクス観
察（すなわち、四次元位相 CT）へと展開させ、稠密骨発生機序に
係わる新しい骨芽細胞の発見や、レーザー加工プロセスにおける高
分子材料内部の立体的可視化などを実現しました。また、位相イメー
ジングコンセプトを中性子線や電子線にも展開しました。J-PARC
では中性子位相イメージング装置が立ち上がり、金属材料などの特
徴的な応用研究に供されています。

本プロジェクトにより開発された位 相イメージング 技 術の概 要

本プロジェクトは国内の準結晶研究者を結集して推進され、20
種類もの安定な新規準結晶合金の発見、準結晶の高次元結晶学に基
づく構造解析法とソフトウェア開発、清浄な準結晶表面の創製と構
造解明、準結晶表面における金属薄膜創製、Cd-R（R: 希土類）系近
似結晶における構造相転移および高圧秩序相の発見、中性子散乱に
よる準結晶中の量子磁気揺らぎの観測、さらには準結晶触媒への応
用展開など、多岐にわたる成果が得られました。

特に、単準結晶からの放射光 X 線回折データを用いて、Cd-Yb 系
正 20 面体準結晶の構造を通常の結晶構造解析と匹敵する 10％未満
の信頼度因子で決定したことは世界に誇るべき成果です（上図）。
この構造は、1/1 近似結晶（Cd6Yb）および 2/1 近似結晶（Cd76Yb13）
と同じ菱形 30 面体クラスタ（Tsai 型クラスタ）が準周期配列を実
現したもので、現在では準結晶の物性や表面構造を議論する構造的
基盤を与えています。

図：構造が決定された Cd-Yb系正 20面体準結晶
赤 枠 内 の 多 面 体（ 緑 ）は 菱 形 3 0 面 体 の 外 殻 を 持 つ T s a i 型 クラ ス タ

（ 内 殻 原 子 は 省 略 ）で 、こ れ が 殆 ど の 空 間 領 域 を 準 周 期 的 に 充 填 し
て い る 。 ピ ン ク の 枠 内 に 示 し た 青 を 基 調 と す る 鋭 角 菱 面 体 ユ ニ ッ
ト は 、 黒 枠 内 に い くつ か 示 し た 黄 色 の 鈍 角 菱 面 体 と と も に T s a i 型
ク ラ ス タ の 隙 間 を 占 有 す る 。 2 0 個 の 鋭 角 菱 面 体 が 塊 を 形 成 し た
箇 所 に は 、Ａ ～ Ｄ の 内 殻 を 持 つ B e r g m a n 型 ク ラ ス タ が 存 在 す る 。

JST SORST　研究代表者：蔡 安邦、研究期間：2001-2006 年度

研究代表者である中西八郎は、物質・材料がナノサイズレベルに
再構築されると、従来の物質分類の概念では捉えきれない新しい特
性を発現する新規な物質の創製とそのような物質を対象とする新し
い学術分野（右図参照）が登場すると予見していました。まさに、
固体物理学と分子科学が扱いきれなかった、時空間スケールの谷間
とも言えますが、この未踏分野の研究推進には、金属・半導体ナノ
粒子に比べて、最も研究が遅れていた有機・高分子系のナノ結晶科
学を進展させることが急務といえました。その目標を掲げて推進し
た本 CREST プロジェクトの成果として、以下の 3 点を挙げます。

１) 有機ナノ結晶の作製手法の探求・確立では、既に見出してい
た「再沈法」をさらに発展・拡充させ、広汎な有機・高分子化合物
のナノ結晶化に有用な汎用的手法として確立しました。

２) 有機ナノ結晶の個性の解明では、サイズ、形状に依存したナ
ノ結晶に特有の光学特性および化学特性の存在とそれらの原因を明
らかにしました。加えて、多元ナノ構造化では、異種材料である金
属とのナノ複合化により、加成性を超えた電子状態が発現すること
を見出しました。

3) 応用展開では、対象化合物の機能に応じた種々の材料化が可能
なことを示しました。特に、従来技術とは全く異なる再沈法で、難
溶性色素・顔料の高品質化に道筋を開いたことは、関連工業分野へ
の波及効果が大きいと期待されます。

擬似分子科学のイメージ

佐藤 俊一（光物質科学研究分野 教授） 亀岡 聡（金属機能設計研究分野 教授）、藤田 伸尚（金属機能設計研究分野 講師）

百生 敦（量子ビーム計測研究分野 教授）笠井 均（有機・バイオナノ材料研究分野 教授）
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2011 年の福島第一原発事故から 10 年が経過しましたが、現在で
も事故炉内には極めて高い放射線量と発熱量を有する核燃料デブリ
が手つかずの状態で残っています。今後、炉心からのデブリ取り出
し、性状分析、および中長期保管といった困難な作業を安全に進め
るには、デブリの化学的性状を事前に可能な限り理解・把握したう
えで工程を構築する必要があります。現時点で実際のデブリに関し
て直接得られる情報は非常に限られている事から、私たちは基礎的
なデブリの化学性状の理解を目的として、事故時の炉内を想定した

条件で核燃料物質や被覆材、構造材および核分裂生成物やマイナー
アクチノイド等から成る模擬燃料デブリを合成し、その構造や化学
的安定性の分析、水の放射線分解に起因する酸化劣化、さらに含ま
れる核種の水中への溶出挙動の研究を行っています。事故炉から直
接得られる情報に加え、本研究の模擬デブリの分析や試験で得られ
た知見を複合的に評価することで、デブリ形成時の高温化学反応に
より構造が安定化する条件や、逆に不安定化する条件の整理が可能
になりつつあります。

合金相を含む燃料デブリの安定性評価のための基盤研究
JAEA CLADS　英知を結集した原子力科学技術・人材育成推進事業、研究期間：2018-2020 年度

桐島 陽（エネルギー資源プロセス研究分野  教授）

模 擬デブリ合 成とこれを用いた燃 料デブリ研究のアプローチ

メタマテリアルの自己組織的作製とナノリソグラフィーへの応用

JST さきがけ　研究期間：「メタマテリアルの自己組織的作製とナノリソグラフィーへの応用」2008-2012 年度　
「バイオミメティック分子技術と自己組織化による磁性機能素子の創出」2012-2015 年度

藪 浩（ハイブリッド材料創製研究分野 准教授）

バイオミメティック分子技術と自己組織化による磁性機能素子の創出

高分子微粒子は光学材料や医療材料として多様な用途に用いられ
る高分子材料の一形態です。ナノ構造制御や無機ナノ粒子とのコン
ポジット化により、その機能を飛躍的に高めたり、新しい応用展開
へと発展することが可能になります。このプロジェクトでは、独自
に見出した自己組織化析出（Self-ORganized Precipitation, SORP）
法により、ナノ構造が制御された高分子微粒子をブロック共重合
体などから作製することに成功しました。また、貴金属ナノ粒子や

磁性粒子を導入することにより、貴金属ナノ粒子とのコンポジット
微粒子の実現や磁場応答性を持つヤヌス型粒子の作製に成功しまし
た。これらの成果は有機―無機ハイブリッド微粒子の新たな構造制
御手法を提供するだけでなく、構造制御された貴金属ナノ粒子コン
ポジット微粒子を用いた超高感度分析技術や屈折率変調をもたらす
メタマテリアル微粒子の実現、高感度な疾病マーカーの検出手法の
開発につながっています。

多次元Ｘ線タイコグラフィによる次世代放射光顕微分光プラットフォームの構築
科研費 基盤研究（S）、研究期間：2019-2022 年度（予定）

髙橋 幸生（放射光可視化情報計測研究分野  教授）

電子線コンプトン散乱の時間分解反応顕微鏡の開発による物質内電子移動の可視化
科研費 基盤研究 (S)　研究期間：2008-2012 年度

髙橋 正彦（量子電子科学研究分野 教授）

機能性材料の多くは、ナノメートルからマイクロメー
トルまでのドメイン構造を有する不均質・複雑系です。
したがって、新材料を設計・開発する際、ナノ・メソスケー
ルでの微細構造と機能の相関を解明することが極めて重
要となります。

本研究プロジェクトでは、放射光ナノ構造可視化技術
である X 線タイコグラフィ法を高度化し、X 線吸収微細
構造法ならびに計算機断層撮影法と融合することで、試
料の微細構造・化学状態をナノスケールで三次元可視化
可能な多次元 X 線タイコグラフィ法を開発しました。そ
して、データ科学的アプローチを用いた解析により、多
次元のイメージデータから未知の相関性を発掘するス
キームを確立しました。第三世代放射光施設 SPring-8 の
高輝度放射光を活用し、触媒材料、蓄電池正極材料、高
分子材料など様々な機能性材料の構造 - 機能相関解析に
応用することで、次世代放射光利用に向けた多次元 X 線
タイコグラフィのプラットフォームを構築しました。

多次 元 X 線タイコグラフィ法とデータ科学的アプローチの連 携による機 能 性 材 料
のメソスケール 構 造 - 機 能 相関解 析の概 念図

本研究プロジェクトの主な成果は、光誘起化学反応の起点となる
短寿命電子励起状態のオービタルイメージングを世界に先駆けて
成功したことです［Phys. Rev.  Lett. 114, 103005 (2015)］。具体的に
は、サブピコ秒幅の 195 nm レーザーを重水素アセトン分子に照射
して第二電子励起状態を生成し、１ピコ秒幅のパルス電子線を励
起源とする時間分解電子運動量分光によりその最外殻分子軌道をス

ナップショット観察しました。この成果は、データの統計は劣悪
であるものの、化学反応の分子軌道ムービーの撮影を可能とする
パイオニア的業績として Nature 誌［“Imaging of excited electron 
orbitals”, Nature 519, 392 (2015)］やアメリカ物理学会誌［“Catching 
a Molecule in an Excited State”, Physics  8, 23 (2015)］等で発表され
ました。

化学反応の分 子軌 道ムービーの撮 影を可能とする時間分 解電子運 動量 分 光 法の原 理
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主な大型研究プロジェクト

種別 研究期間 氏名 職位 課題名

JST CREST

2001 岡 泰夫 教授 ナノ構造磁性半導体の巨大磁気光学機能の創出 

2004 上田 潔 教授 光・電子波束制御エンジニアリング（1. 量子波束の時間発展の実時間観測、2. 分子・原子の非線形応
答を用いた光位相情報の読み出し）

2009 高橋 聡 教授 新しい一分子観察法の開発と折り畳み運動の測定
1998-2003 服部 武志 教授 イオン伝導体接合界面の電子 / イオン欠陥構造の解明
2000-2005 中西 八郎 教授 有機ナノ結晶の作製・物性評価と多元ナノ構造への展開
2001-2002 秋山 公男 助教授 エンジン・ビラジカルの ESR 測定 
2002-2007 垣花 眞人 教授 ソフト溶液プロセスによる超精密ナノ構造体光触媒の合成
2002-2007 栗原 和枝 教授 固－液界面の液体のナノ構造形成評価と制御
2003-2008 袖岡 幹子 教授 シアリターゼの特異的阻害剤の合成
2004-2007 大庭 裕範 准教授 Ku バンドマイクロ波回路の最適化と解析ソフトの構築
2004-2007 大庭 裕範 助教授 マイクロ波回路の装置開発
2004-2009 米田 忠弘 教授 STM-ESR 装置の開発（低次元ナノマテリアルと単一分子の振動分光・ESR 検出装置開発）
2006-2011 永次 史 教授 インテリジェント機能性核酸の開発とナノ医療デバイスへの展開
2006-2011 石島 秋彦 教授 単一分子の熱的変化の直接計測
2007-2010 高桑 雄二 准教授 光電子制御プラズマ CVD によるグラフェン成長制御
2007 秩父 重英 教授 中村不均一結晶プロジェクト不均一結晶評価グループにおける研究成果取りまとめ活動
2008-2010 栗原 和枝 教授 表面力測定によるナノ界面技術の基盤構築
2008-2013 阿尻 雅文 教授 数理モデルの実験的検証と新物質の化学合成
2008-2013 佐藤 俊一 教授 ベクトルビームの光科学とナノイメージング
2008-2013 中川 勝 教授 超高速ナノインプリントリソグラフィ－界面化学と新規材料探索－
2008-2013 田中 賢 准教授 ハニカム構造体の作製と物理的ニ次加工ならびにデバイス化
2009-2014 本間 格 教授 単原子層シート電極の特性評価
2010-2015 大谷 博司 教授 固溶体中のクラスタリングおよび粒界偏析の熱力学的検討
2012-2017 米田 忠弘 教授 STM を用いた単分子量子磁石の単分子メモリー・分子スピントロニクス展開
2013-2015 大谷 博司 教授 計算科学を用いた状態図計算
2013-2018 稲葉 謙次 教授 小胞体恒常性維持機構の構造基盤の確立
2014-2015 佐藤 俊一 教授 新規長波長高出力ピコ秒光源システムとベクトルビームのがんイメージングへの応用
2015-2016 村上 恭和 准教授 電子線ホログラフィによるナノ領域の磁束解析
2015-2018 鈴木 茂 教授 Fe-Ga-X 合金の特性評価および成分設計
2015-2020 百生 敦 教授 百生量子ビーム位相イメージングプロジェクト
2016-2021 村松 淳司 教授 メタンを低級オレフィンへ直接転換可能な多孔質金属酸化物触媒の創製
2017 蟹江 澄志 准教授 計算科学，構造解析に基づく触媒設計及び評価
2017-2021 矢代 航 准教授 ミリ秒 X 線トモグラフィの実証
2018-2023 芥川 智行 教授 熱マネージメント有機材料の物性計測
2018-2023 芥川 智行 教授 分子ダイナミクスを利用した熱マネージメント
2018-2023 西原 洋知 准教授 3 次元カーボン構造体合成法の拡張および一般化
2019-2025 陣内 浩司 教授 原子分解能観察によるソフト / ハード界面の接着・破壊機構の解明

JST ImPACT
2016-2017 豊田 光紀 助教 極紫外顕微鏡によるタフポリマーの高速可視化法の開発
2017-2018 陣内 浩司 教授 電子顕微鏡によるタフポリマーの破壊プロセスの直接可視化

JST JST-MIRAI 2018-2022 雨澤 浩史 教授 高フッ化物イオン電導性かつ耐還元性固体電解質の開発
JST SORST 2002-2006 蔡 安邦 教授 準周期構造を利用した新物質の創成

JST S- イノベ
2009-2013 杉原 興浩 准教授 ナノハイブリッド電気光学ポリマーを用いた光インターコネクトデバイス技術の提案
2011-2017 岡本 聡 准教授 3 次元磁気記録新ストレージアーキテクチャのための技術開発

JST SICORP
2018-1019 雨澤 浩史 教授 金属サポートセルの電極特性評価
2018-2021 百生 敦 教授 超解像 X 線位相イメージングの開発

JST SICP
2006-2007 石島 秋彦 教授 新世代ナノ計測システムを用いたアクトミオシンモーターのエネルギー変換機構の解明
2007-2010 河村 純一 教授 IT 機器用マイクロエネルギー源に関する多元的研究
2011-2014 京谷 隆 教授 非対称型ハイブリッドスーパーキャパシタのための特異なスーパー多孔質炭素 ( カーボンアロイ )

JST SIP
2014-2018 大谷 博司 教授 構造材料開発に利用する計算熱力学に関する技術基盤構築
2019-2020 殷 澍 教授 高速酸素吸脱着材料による革新的排熱利用酸素製造装置の開発

JST さきがけ

2001-2004 袖岡 幹子 教授 配位子としての水の特性を生かした触媒反応 
2002-2005 伊原 学 助手 環境調和型ハイブリッド光エネルギー変換材料
2006-2009 松井 淳 助手 界面場を用いたナノ材料集積化技術の創製
2007–2010 笠井 均 准教授 有機ナノ結晶を用いた次世代型光機能材料の創出
2008-2012 藪 浩 助教 メタマテリアルの自己組織的作製とナノリソグラフィーへの応用
2011-2014 八代 圭司 講師 高効率エネルギー変換に向けた革新的イオン機能界面設計
2012-2015 藪 浩 准教授 バイオミメティック分子技術と自己組織化による磁性機能素子の創出

種別 研究期間 氏名 職位 課題名

JST さきがけ

2013-2016 西原 洋知 准教授 応力で自在に変形する超空間をもつグラフェン系柔軟多孔性材料の調製と機能開拓
2013-2016 村岡 貴博 助教 タンパク質疾患治療技術を指向したタンパク質機能を肩代わりする合成分子の開発
2015-2018 山田 高広 准教授 トンネル空間制御による革新的金属間化合物系熱電材料の創製
2015-2018 小澤 祐市 助教 非回折と自己湾曲性を駆使した 3 次元高速光イメージング
2015-2018 藤田 伸尚 助教 補空間次元を介した物質系のトポロジカル制御
2016-2019 福山 真央 助教 自然乳化を利用したマイクロ水滴内単一細胞イムノアッセイ
2017-2018 西原 洋知 准教授 3 次元架橋ビルディングブロックの構造を維持した炭素化手法の一般化

JST 機器開発プログラム
2007-2009 福山 博之 教授 高度ものづくり支援 - 超高温熱物性計測システムの開発

JST 先端計測
分析技術・機器
開発プログラム

2008-2011 津留 俊英 助教 軟 X 線多層膜鏡の 1Å 精度波面補正技術の開発
2011-2013 大塚 誠 准教授 超高温熱物性計測システム装置の活用・普及促進
2011-2014 百生 敦 教授 X 線透過格子を用いた位相撮像装置の活用・普及促進
2013-2017 百生 敦 教授 位相敏感高感度 X 線非破壊検査機器の開発

JST 創発
2021-2027 鬼塚 和光 准教授 革新的化学ツールによる RNA 機能の制御と理解
2021-2027 笘居 高明 准教授 水熱電解法による炭素・熱循環の新スキーム

JST 大学発ベンチャー創出推進
2006-2008 阿尻 雅文 教授 超臨界水熱反応場における多元ナノ粒子合成プロセスの研究開発

JST ALCA

2010-2011 西原 洋知 助教 Li-Si 融液を経由する超高容量リチウムイオン電池負極材料の合成
2011-2012 芥川 智行 教授 高分極性の有機強誘電体界面の創成
2013-2015 大谷 博司 教授 時効析出型展伸用マグネシウム合金の準安定相析出メカニズムの解明
2013-2018 福山 博之 教授 モシブチック合金の融体物性の評価
2013-2019 桑田 直明 助教 薄膜電池へのマルチスケール性の付与に向けた基礎研究
2013-2021 雨澤 浩史 教授 in situ 測定による酸化物型全固体電池の解析
2018-2023 小林 弘明 助教 スピネル型正極材料合成手法開発

JST ALCA-SPRING
2013-2017 本間 格 教授 新規正極活物質探索

JST COI 2014-2015 藪 浩 准教授 物質透過性がありストレッチャブルで透明な生体インターフェースフィルムの創製
(COI プログラムさりげないセンシングと日常人間ドック )

JST COI-NEXT 2014-2019 大谷 博司 教授 鉄鋼における水素 / マルテンサイト変態相互作用の定量的・理論的解明と水素利用材料の創製
～利用可能な新固溶元素獲得を目指して～

JST COI 東北研究開発プロジェクト
2013-2021 本間 格 教授 小型全固体二次電池、電池基盤技術（COI プログラムさりげないセンシングと日常人間ドック）

NEDO

2005-2006 戒能 俊邦 教授 有機光回路パッケージング技術開発
2005-2007 中西 八郎 教授 有機顔料ナノ結晶の新規製造プロセスの研究開発
2006 － 2008 宮下 徳治 教授 ダブルデッカー型シルセスキオキサンを用いたナノハイブリッド材料の実用化研究開発
2007-2009 下村 政嗣 教授 非対称ナノハニカム構造を持つ高機能癒着防止膜とその自己組織化製造プロセスの開発
2007-2011 河村 純一 教授 次世代自動車用高性能蓄電池基盤技術の研究開発
2007-2011 京谷 隆 教授 鋳型法を利用した革新的リチウムイオン電池負極材料の開発研究
2008-2011 阿尻 雅文 教授 超ハイブリッド材料技術開発（ナノレベル構造制御による相反機能材料技術開発）
2010-2011 京谷 隆 教授 計算科学的手法に基づく水素吸蔵材料の特性評価とメカニズム解明に関する研究
2013-2017 京谷 隆 教授 吸着系水素貯蔵材料の研究開発
2016-2020 河村 純一 教授 革新型蓄電池実用化促進基盤技術開発
2019-2020 丸岡 伸洋 助教 固相生成制御型回転式高耐久・高速熱交換器の研究開発
2020-2022 飯塚 淳 准教授 産業廃棄物中カルシウム等を用いた加速炭酸塩化プロセス研究開発

JAEA_CLADS　英知を結集した原子力科学技術・人材育成推進事業
2018-2020 桐島 陽 教授 合金相を含む燃料デブリの安定性評価のための基盤研究

国土交通省国土技術政策総合研究所　下水道革新的技術実証事業
2016-2018 加納 純也 教授 下水汚泥から水素を直接製造する技術に関する研究

科研費
基盤研究 (S)

2005-2009 宮下 徳治 教授 ボトムアップナノテクノロジーを用いた高分子ナノデバイスの創製
2005-2009 清水 透 教授 環境汚染物質による体内時計の破壊：ヘム -NO- 蛋白合成 - 時計遺伝子のクロストーク
2006-2009 貝沼 亮介 教授 ホイスラー型機能性新材料の創製 —その相安定性と物性—
2007-2011 進藤 大輔 教授 光励起現象に対する電子線ホログラフィーシステムの確立と材料科学への展開
2008-2012 阿尻 雅文 教授 超臨界法による有機無機ハイブリッドナノ粒子合成・化工熱力学と単位操作の確立
2008-2012 高橋 正彦 教授 電子線コンプトン散乱の時間分解反応顕微鏡の開発による物質内電子移動の可視化
2019- 高橋 幸生 教授 多元 X 線タイコグラフィによる次世代放射光分光プラットフォームの構築
2019- 米田 忠弘 教授 量子情報処理に向けた時間と原子空間分解能を持つスピンコヒーレンス顕微鏡の開発

科研費 
特別推進 2003-2007 山本 正樹 教授 レーザープラズマ軟Ｘ線光源を用いた超高分解能多元物質顕微鏡の開発
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研究論文、総説・解説・著書、特許 外部資金獲得状況
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受賞、新聞発表等、主な受賞 主な受賞

主な受賞（賞名、受賞年、受賞者氏名、受賞時の職位、受賞内容）受賞件数の推移
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紫綬褒章（春）

2001 年 松田 實 名誉教授 高分子合成

2005 年 早稲田 嘉夫 多元研フェロー 材料工学

2019 年 阿尻 雅文 教授 化学工学

紫綬褒章（秋）

2012 年 宮下 徳治 教授 高分子化学

2014 年 蔡 安邦 教授 金属物性学

瑞宝中綬章

2014 年 中西 八郎 名誉教授 材料工学

2016 年 岩泉 正基 名誉教授 磁気共鳴法による構造および反応中間体の化学

2018 年 飯野 雅 名誉教授 有機物理化学（有機資源化学）

2019 年 早稲田 嘉夫 名誉教授 材料工学

2021 年 宮下 徳治 名誉教授 高分子材料化学

日本学士院学術奨励賞

2022 年 南後 恵理子 教授  X 線自由電子レーザーによるタンパク質分子動画解析

主な受賞（賞名、受賞年、受賞者氏名、受賞時の職位、受賞内容）

日本学術振興会賞

2011 年 福山 博之 教授 化学熱力学を学理とする材料創製と材料開発支援のための高温熱物性計測

2020 年 西原 洋知 教授（AIMR） グラフェンスポンジ系材料の創出と新機能開拓

2021 年 南後 恵理子 教授 X 線自由電子レーザーによるタンパク質分子動画解析

科学技術分野の文部科学大臣表彰　科学技術賞 開発部門

2016 年 寺内 正己 教授 電子顕微鏡用軟Ｘ線発光分析システムの開発育成

科学技術分野の文部科学大臣表彰　科学技術賞 研究部門

2009 年 京谷 隆 教授 鋳型炭素化法による炭素材料合成の研究

2010 年 秩父 重英 教授 インジウムを含む窒化物半導体混晶の光物性の研究

2010 年 阿尻 雅文 教授（AIMR） 超臨界水反応による新材料創製の研究

2011 年 宮下 徳治 教授 フィルムエレクトロニクスを目指した高分子ナノ集積体の研究

2013 年 垣花 眞人 教授 鉱物にヒントを得た溶液並列合成法による新蛍光体探索の研究

2014 年
北上 修 
岡本 聡 
菊池 伸明

教授 
准教授 
助教

ナノサイズ磁性体の物性と機能に関する研究

2014 年 田中 俊一郎 教授 セラミックスと金属の接合技術開発から展開した固体融合研究

2015 年 佐藤 俊一 教授 ベクトルビームの開拓と応用に関する研究

2016 年 加納 純也 教授 シミュレーションによる粉体プロセスの革新的設計の研究

2018 年 栗原 和枝 元教授 新規表面力装置の開発と材料科学への応用に関する研究

2020 年 百生 敦 教授 Ｘ線位相イメージング法の開 拓およびその応用に関する研究

科学技術分野の文部科学大臣表彰　若手科学者賞

2007 年 村上 恭和 准教授 電子線による高精度ドメイン解析技術と材料物性の研究

2014 年 藪 浩 准教授 自己組織化によるナノ構造粒子作製法と高機能化に関する研究

2016 年 藤枝 俊 助教 遍歴電子メタ磁性転移誘起による巨大磁気熱量効果の応用研究

2016 年 山﨑 優一 助教 多重計測電子分光による電子波動関数の立体形状の研究

2021 年 小澤 祐市 助教 空間構造を持つ光の発生法の開発とその応用に関する研究

科学技術分野の文部科学大臣表彰　創意工夫功労者賞

2001 年 坂田 和夫 技官 X 線回折による微粒子表面構造の簡易決定法の考案

2002 年 石井 正夫 技官 新しい結晶ペレット作製技術の開発

2003 年 伊藤 良雅 技官 高融点レアメタルの高純度化精製法の考案

2003 年 桜井 伴明 技官 磁性材料の高分解能微細磁区観察法の考案

2004 年 阿部 眞一 技官 医療用赤外フレキシブル中空型光導波路の改善

2005 年 橋本 裕之 技術職員 縦型石英電気炉用の低コスト高性能冷却装置の考案

2005 年 古舘 三七二 技術職員 レーザープラズマ軟エックス線光源のデブリ除去法の考案

2006 年 荒井 彰 技術職員 光学式表面粗さ計を用いた高精度測定技術の考案

2010 年 佐藤 二美 技術専門員 イオンミリング装置用クライオ機構の考案

産学官連携功労者表彰　文部科学大臣賞

2010 年 阿尻 雅文 教授 , AIMR 「超ハイブリッド材料」の開発

台湾 Academia Sinica（数理科学組）

2018 年 蔡 安邦 教授

クラリベイト・アナリティクス　Highly Cited Researchers

2018 年 本間 格 教授

ドイツ・イノベーション・アワード「ゴットフリード・ワグネル賞」

2009 年 吉川 彰 准教授

2019 年 西原 洋知 准教授
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